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はじめに

　しらかばビオトープ作りは、私が教員を退職した年に、保育園前の谷間の土地を購入した１９９８年

に始まり、本年で１８年になりました。昔、新城スキー場があったところです。

　その間、ドイツのビオトープ作りに学び、その地域の植物や動物の生息状況を調査し、地域の自然

再生を目指すものとして取り組んできました。

　また、同時に、保育園の子どもたちを育てるのに、広い自然が何よりも必要だと感じていたからで

す。〈※ドイツのビオトープについては、「やぶなべ」３２号「ドイツの自然と街と園庭ビオトープ」参照〉

　子どもたちが虫捕りに夢中になり、ケンカをし、虫に刺され、ウルシにかぶれたりする中で育ち、子ど

もが子ども同士、「相手を思いやる心」を育むことが、本当の子育てであり、教育や子育ての根本であ

るとも考えていたからです。

　また、自然に親しみ、感動することなしには、「ケータイを持ったサル」（「考えないヒト」正高信男）と

言われ、このIT化（情報社会）からは自立した人間が育たないという思いからです。

　「ビオトープ」も、１８年も経過すると、大きく変貌を遂げました。この地域が住宅地として発展し、そ

の中心部は、木々が生長した緑の森に囲まれたようになり、虫が増え、ウグイス、カッコウが鳴き、小鳥

も増えています。また、ホンドリスが走り回り、ホタルが光る環境となってきました。

　ビオトープを始めた頃は、池沼中心の第１しらかばビオトープだけをビオトープとしていましたが、

保育園舎西側にある里山の第２しらかばビオトープ、園舎下（北側）にある第３しらかばビオトープと

大きく地域を広げました。新しい住宅地の中に緑のビオトープが出現しました。（参照：しらかばビオ

トープの概要）

　この様子を、写真を使って眺めていただきたいと思います。

　この「ビオトープ」作りについての、私の工夫についても幾つか紹介いたします。
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　Ⅰ　しらかばビオトープの概要

□ 第１ しらかばビオトープ

　最初に企画したのは、上図の第１しらかばビオトープです。 南側の下の谷間みたいな所に、２ヶ所

の湧水をもとに池を作り、上部の広場の部分は芝生にしました。

　現在、２つの湿地の部分が池となり、7つの池となっています。その池には、カルガモが棲みつき、ア

オサギが舞い降りています。ホタルやクロスジギンヤンマ、オニヤンマも自然に見られるようになりまし

た。

　池には、三内遊水池から、多くの生物種を移入しました。メダカ、ジュズカケハゼ、タヌキモ、ヌカエ

ビ、スジエビ、タニシや、その他、多くの水草も入れました。

　その他、絶滅危惧種のシナイモツゴやドジョウなども放流しています。

　上部の平坦な部分は、芝生とし、オオヤマザクラ、ヤエザクラ、オオシマザクラ、エドヒカンザクラ、

ナツツバキなど、多くの桜を植栽しました。

　両端の東西には、畑とリンゴ、カキ、モモ、ブルーベリーなど様々な果樹を植えました。

　それが大きく生育し、大木といっていいほどになっているのもあります。
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□ 第２ しらかばビオトープ

　この大木は、昔から、こ

の地域の里山として残っ

ていた所です。シラカバ、

ホオ、スギ、ミズナラ、ヒバ、

コナラ、アカマツ、ヤマザク

ラ、ボダイジュ、センノキな

どが大木となってうっそう

としています。ヤマブドウの

つるも、太く巻き付いてい

ます。

　地表には、カキラン、シュ

ンラン、ギンラン、マイズル

ソウ、カタクリなどが生き

残っています。

　子どもたちが迷路として遊んでいます。真ん中辺りに白く縦に見えるものは、シラカバの木です。

□ 第３ しらかばビオトープ

　この地域は、しらかば保

育園を建てるとき、杉林で

あったところです。やや、

急な斜面となっています。

　ここのところに、カツラ、

キタコブシ、 オオヤマザク

ラなどを植樹したものが、

現在は大木となっていま

す。以前からあった、ウワミ

ズザクラの木々も増えまし

た。 新しいビオトープで

す。

　また、 元々あったセンノ

キやミズナラも雪に押さ

れ、横向きになりながら、大木となっています。マイヅルソウ、オオウバリ、スズランが広がっています。

　ここの所にも、ミニ池を作りました。（ここでは、今年もヤマアカガエルが産卵しました。）現在は、ヤ

マアカガエルがたくさん生息して、その他アズマヒキガエル、シュレーゲルアオガエル、ヘイケボタル

も生息しています。やがてはモリアオガエルやサンショウウオの仲間を再生したいと思っています、

　本年（2015年）、桜の木を５本植樹しました。
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Ⅱ　しらかばビオトープの景観と子どもたちの様子

　しらかば ビオトープの景観と生物 ①　（第1 しらかばビオトープ / 四季）

　5ページにわたって、四季おりおりの「しらかばビオトープの景観と生物」を紹介しました。

　①は、芝生や園庭で遊ぶ子どもたち、走り回ったり、虫捕りをしたりして大喜びです。木々に絡まる

藤ヅルで冒険をしたりで大はしゃぎです。ミニ水田をつくり、毎日食べるお米がどのように育っていく

のかを子どもたちに教えています。

9



やぶなべ会報第37号（２０１6）

　しらかば ビオトープの景観と生物 ②　　（第1 しらかばビオトープ / 四季）

　②は、ビオトープに植栽したさまざまな植物です。青森県の自然植生として代表的なブナやミズナ

ラ。山菜として親しまれているゼンマイやウド。希少植物となってしまったクマガイソウやシラネアオイ

も見られます。周りには里山があり、さらに多様な植物があります。

　③、④、⑤にもさまざまな植物や、水生生物が住み着いている池なども紹介しました。ふるさとのミ

ニ植物園の趣を見せています。
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　しらかば ビオトープの景観と生物 ③　　（第1 しらかばビオトープ / 四季）

Ⅲ　今後の構想 ～３つの野草園と道路のビオトープ化～

　生物の多様性を促すには、多様な地形を、目的を持って創造することが大事です。今後、３つの野

草園を考えています。1つ目は、八甲田の田代平の湿原（かなり強い酸性土壌）を模すもの、2つ目

は、八甲田の高山の植物のもの、3つ目は、梵珠山系の野草園です。

　当面はその準備のため、種子を発芽させ、ポット苗を作ることと、ミニ野草園を作ることです。
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　しらかば ビオトープの景観と生物 ④　　（第1 しらかばビオトープ / 四季）

【2016年6月12日、しらかばビオトープの悲劇】

　しらかばビオトープには、アオサギやダイサギが現れていますが、毎年訪れるカルガモが本年も現

れ、子ガモを連れて歩く風景が見られていました。

　それが、6月12日（日）、母ガモが何かに襲われ食べられてしまったのです。しらかばビオトープに

とって、大きな悲劇となりました。10羽のヒナたちは母を失い、孤児になってしまったのでした。

12



やぶなべ会報第37号（２０１6）

　しらかば ビオトープの景観と生物 ⑤　（第1 しらかば ビオトープ / 四季）

Ⅳ　ビオトープの工夫

１．これは、ドイツのビオトープ作りに学んだのですが、地域の自然に結びつき、広いほど良いというこ

とです。そして、あらゆるところを緑にする。園舎を取り囲む地域で、芝生と植樹できるところ全てに木

を植え、緑にしました。

２．家庭の雑排水を入れず、全て湧水と雨水で、池・沼の水を満たしています。

　　湧水の量が、降水が少ないと、やや水は不足気味です。

　　新しく湧水する場所を作りたいと思っています。

３．野草園作り。種子の直播き。

　　→カタクリ、ルイヨウボタン、シラネアオイ、ショウジョウバカマ

　　同様に、プランターにも種子を蒔き、発芽させ、植え替えをしています。

４．沢の池・沼を作ること。池のプランクトンを増やすため、古い水田の稲株を池・沼や瓶に入れて、魚

類はじめ、水生生物の餌を増やしています。

（本稿は昨年脱稿、一部を2016年6月に補正しました）
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